
主要輸入相手国

順位 1995年 2020年

1 米国
（22.4%）

中国
（25.7%）

2 中国
(10.7%)

米国
(11.0%)

3 韓国
（5.1%）

オーストラリア
（5.6%）

主要輸入品目

順位 1995年 2020年

1 原粗油
（8.9%）

原粗油
（6.8%）

2
衣類・
同付属品
(5.6%)

液化天然ガス
(4.7%)

3 魚介類
（5.2%）

医薬品
（4.7%）

主要輸出相手国

順位 1995年 2020年

1 米国
（27.3%）

中国
（22.1%）

2 韓国
(7.0%)

米国
(18.4%)

3 台湾
（6.5%）

韓国
（7.0%）

主要輸出品目

順位 1995年 2020年

1 自動車
（12.0%）

自動車
（14.0%）

2
半導体等
電子部品
(9.2%)

半導体等
電子部品
(6.1%)

3
自動車の
部分品

（4.3%）

自動車の
部分品

（4.3%）

【図表2：1995年と2020年の輸入取引】【図表1：1995年と2020年の輸出取引】

(注) 輸出総額は1995年が41.5兆円、2020年が68.4兆円。カッコ内は構成比。
(出所) 財務省のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

(注) 輸出総額は1995年が31.5兆円、2020年が68.0兆円。カッコ内は構成比。
(出所) 財務省のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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 1995年と2020年の輸出を比べると自動車が不動の品目１位、輸出先1位は米国から中国へ。
 1995年と2020年の輸入を比べると液化天然ガスの輸入が増え、資源依存度が一段と強まった。
 日本経済と日本株にとって原油相場や米中景気は一層重要に、ただ現状で過度な悲観は不要。
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1995年と2020年の輸出を比べると自動車が不動の品目１位、輸出先1位は米国から中国へ

今回のレポートでは、1995年と2020年の日本の貿易収支を比較し、収支構造の変化が日本経済や日本
株に与える影響について考えます。まず、輸出について、1995年の上位3品目は、自動車（構成比12.0%、
以下同じ）、半導体等電子部品（9.2%）、自動車の部分品（4.3%）でした（図表1）。輸出先の上
位3カ国は、米国（27.3%）、韓国（7.0%）、台湾（6.5%）で、米国が自動車の輸出先として41.5%
を占めていました。

一方、2020年の上位3品目は、自動車（14.0%）、半導体等電子部品（6.1%）、自動車の部分品
（4.3%）で不変でしたが、半導体等製造装置（3.7%）が5位に入りました。輸出先の上位3カ国は、中国
（22.1%）、米国（18.4%）、韓国（7.0%）で、米国は自動車の輸出先として36.2%を占め、中国は
半導体等電子部品、半導体等製造装置の輸出先として、それぞれ25.9%、38.1%を占めています。
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1995年と2020年の輸入を比べると液化天然ガスの輸入が増え、資源依存度が一段と強まった

次に、輸入について、1995年の上位3品目は、原粗油（8.9%）、衣類・同付属品（5.6%）、魚介類
（5.2%）で、輸入元の上位3カ国は、米国（22.4%）、中国（10.7%）、韓国（5.1%）でした（図
表2）。なお、原粗油の輸入元は、アラブ首長国連邦（27.5%）、サウジアラビア（23.1%）、イラン
（8.6%）が上位3カ国となっており、原油を中東諸国からの輸入に依存する度合いの大きさが分かります。

一方、2020年の上位3品目は、原粗油（6.8%）、液化天然ガス（4.7%）、医薬品（4.7%）となり、
液化天然ガスが2位に入りました。輸入元の上位3カ国は、中国（25.7%）、米国（11.0%）、オーストラリ
ア（5.6%）で、米国と中国の順位が入れ替わりました。原油の中東依存は変わりませんが、液化天然ガスに
ついては、オーストラリア（40.2%）、マレーシア（13.2%）、カタール（11.3%）が、輸入元の上位3カ国と
なっています。

日本経済と日本株にとって原油相場や米中景気は一層重要に、ただ現状で過度な悲観は不要

このように、貿易収支の変化を確認すると、輸出では、自動車が引き続き重要な品目である一方、半導体等
製造装置も重要性が増し、輸入では、天然資源の輸入依存度が一段と高まっていることが分かります。また、輸
出入の相手国として、米国は引き続き重要なパートナーですが、中国の存在感が極めて大きくなっています。した
がって、資源価格の上昇や、米中景気に対する不安は、日本経済や日本株にとって、強い向かい風となります。

そのため、日本経済および日本株を展望する上で、原油相場、米中景気、世界的なサプライチェーン（供給
網）の動向を見極めることが大切です。なお、原油価格は、少なくともパニック的な急騰局面は終了したと思わ
れ、また、米利上げは十分な織り込みが進み、中国上海市のロックダウン（都市封鎖）が解除されたことなどを
踏まえると、日本経済や日本株に対し、過度な悲観は必要ないと考えます。

■当資料は、情報提供を目的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものであり、投資勧誘を目的として作成されたもの又は金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。■当資料に基
づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料は当社が信頼性が高いと判断
した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属します。■当資
料の内容に関する一切の権利は当社にあります。本資料を投資の目的に使用したり、承認なく複製又は第三者への開示等を行うことを厳に禁じます。■当資料の内容は、当社が行う投資信託および投資
顧問契約における運用指図、投資判断とは異なることがありますので、ご了解下さい。
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